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神経科学の分野において近年BrainMachine Interface (BMI)の研究が注目されている。 BMI研究は
神経活動パターンを用いたロボット等のコントロールを目的としており、神経活動パターンとコント
ロールを関連づける事(学習)が必要である。学習過程では、様々なコントロールに対応する神経活動
パターンを弁別する必要があるため、複数のチャンネルから計測された多次元時系列神経活動データ
聞の類似度を効率よく計算するアルゴリズムが必要である。一般に神経活動データは揺らぎを含んで
おり、その様なデータに対してもロバストに処理可能な事がアルゴリズムには求められる。我々はそ
のようなアルゴリズムの候補として多次元時系列データ聞の類似度を計算するカーネル関数を作成し
[1]、結合レスラー系を用いた連想記憶モデルから得たデータでこのカーネル関数をテストした。
本研究で、用いた連想記'憶モデルは位相パターンを想起可能で、あるが、カオス素子と時間依存する自
然周波数を用いている為その周期は揺らいでいる。下図(a)では[0，2πlで一様ランダムに生成した位
相パターンを3つ埋め込んだ連想記憶モデルの想起状態の様子である。各々のパターンに近い初期位
相をそれぞれ50個生成しそれを初期状態として系老時開発展させるとその全てで元のパターンを復
元できた。これら 1500個のデータをカーネル関数で処理する事により、下図(b)に表示したカーネ
ル行列を得た。これよりトライアル#1-50、5ト100、101圃150はそれぞれ類似したデータのクラスタを
形成しており、我々のカーネル関数が時系列データをロバストに分離できる事を示している。本研究
では、連想記憶モデルで従来より用いられているオーバーラップを用いた解析と、カーネル関数を用
いた解析とを比較する。カーネル関数を用いた解析では、位相を計算する必要が無い、埋め込んだ位
相パターンを知っている必要が無い、解析するデータは定常状態である必要が無い事等がメリットで
あるO

(a) (b) 

;::圃恒国箇
trial50 

掴圃圃薗園 s-H tz u t 

200 trial51 trial75 triall00 SO 

iE2E5 1∞富田屋圃圃E 圃圃圃圃瞳 、、

100 

• 
0.4 

問iE 21田00 00..2 3 

0.1 

10 20 30 10 20 30 10 20 30 
1S0 

time 

Fig. 1. (a)連想記憧モデルにおける想起状態。 x=oかつy<oの平面を Zが正の方向に横切るイベントを神経系で言うスパイクと
みなしスパイク時刻をラスター表示した。レスラー素子数200を用いたモデルである。 1500個のデータの一部を表示している。(b)(a)
のデータを用いて得たカーネル行列。
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